
令和6年2月28日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全学年が達成した

３：80％以上の学年が達成した。

２：60％以上の学年が達成した。

１：達成できた学年が60％以下だった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。
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・「早寝・早起き・朝ごはん」月間への取り組みを
通して、生活習慣の見直しを行いことができてき
た。全校朝会で保健委員の児童から全校児童へ
向けての報告を行った。
今後は、特に睡眠を中心に指導をし、就寝時刻
が適切になるよう声をかけていく。
・食育担当から定期的に食育だよりが発行され、
食生活の充実と改善に向けた啓発がされてい
る。
・体育的行事、休み時間以外にも、体育朝会を計
画的に実施することで、運動習慣の確立に生か
している。
今後は、体育的な活動のねらいを明確にし、何
のための運動なのかを理解して行うようにする。
・能力差に応じた場の設定を考え、運動の楽しさ
を感じられるような授業を組み立てられるように
なってきた。

保護者による授業評価
において、「分かりやす
い授業をしている」と地
域・保護者のアンケート
で肯定的に回答をした
割合

９１％（９３％）

「児童がスポーツに親し
み、体力向上を図る指
導を行っている」と地
域・保護者のアンケート
で肯定的に回答をした
割合

75％（81％）

Ａ

「学校は、基礎的・基本
的な学力の定着に取り
組んでいる」と地域・保
護者のアンケートで肯
定的な回答をした割合

94％（95％）
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９０％
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「学校は状況発信に努
めている」「学校は教育
活動を理解してもらえる
ような公開を行ってい
る」と地域・保護者アン
ケートで肯定的に回答
をした割合

91％（８８％）

目標に対する成果指標
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９０％
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学校関係者記入欄
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3

令和５年度　大田区立大森第一小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。
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〇学校教育目標　常に真実を見つめ、これを大切にしていく子どもを育てる　・健康で安全な生活ができる子　・思いやりがあり、仲よく助け合う子　・自らよく考え、行動する子
〇学校規模：児童数５５４名　学級数18学級（各学年3学級ずつ）　教員数（長・副を除き正規教員数）23名
〇令和5年度、開校149周年（令和6年2月14日）
〇令和6年度の開校150周年を迎えるにあたり、新設教科「おおたの未来づくり」を視野に入れ、令和5年度は総合的な学習の時間や生活科、社会科、理科等の教科で地域と協働して取り組める教材開発及び実践を行う。

保護者アンケート「児童
に自分や友達を大切に
する心が育った」児童ア
ンケート「自分や友達を
大切にしている」で肯定
的な回答をじた割合

保護者：87％（９１％）
児童：95.8％（９６．６％）
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1

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。
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学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを
作ります。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

〇ホームページでは、担当者を決め、定期的に
更新することで、校内の様子を発信することがで
きた。
〇地域教育連絡協議会においては、来年度の周
年に向けての話し合いの内容を校内周年委員会
と共有している。それを受けて地域と協働で学校
の周年行事を行っていく。
〇各学年の学習において外部から講師を招き、
児童に指導・助言をいただいたり、施設を見学し
たりするなど連携を行い教育活動を行うことがで
きた。
〇学期に一回の学校公開において児童の学び
の姿や、運動会や学芸会、伝統引継ぎ式などの
行事で児童が活躍する姿を保護者や地域の方
に参観していただくことができた。
〇アンケ―トでは９０％以上の評価であったが、
今後も引き続き、外部機関と連携しながら、地域
の中の学校として、地域や保護者に向けて学校
の様子を発信していく必要がある。
来年度は１５０周年という節目の年になるため、
地域とも関わることが多くなる。児童がより良い
学びができるようにするために、地域との連携を
密にしながら、教育活動を推進していく。

〇教育連絡協議会などを通じて、当然、主体的判断はお願いす
るとして困りごとなどあれば、率直にご相談していただくことが大
切と考えている。　150周年行事については、すでに具体的に展
開されていると認識している。児童の参画により「自らが考えた」
ものとなるような「記憶に残る企画」になるようお願いしたい〇家
庭生活、学校生活での環境変化に等に対応できるように配慮が
うかがうことができる。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

4

３：
８０％
以上

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

3

児童の活躍する姿を保護者や地域の方に
見てもらう機会を作ったり、積極的に伝えた
りする。
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2

２：
７０％
以上

１：
７０％
未満

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。
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市販ワークテスト(国語、社会、算数、理科）
の平均点を80％以上にする。

１：
７０％
未満

4

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

４
（２）

3

4

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

自己肯定感を、自己有用感を高めるため
に、日々の教育活動で児童が活躍できる場
や児童の取組を紹介する場などを設ける等
の取組をする。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。 各種研究発表会等の研究・研修の成果を、

自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

区、都や国が主催する研究会に積極的に
参加し、自らの指導力の向上を目指す。

4

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

体育の授業では、能力差に合った場を設定
し、運動が楽しいと感じられるよう授業の改
善を図る。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

〇キメ細かく対応させていると感ずる。教員の皆様の努力が活
かされていると認識している。
〇学力の定着に向けて、方向づけを明らかにしている。

・学習カルテを基に、児童の学習の定着度やつ
まずきについて、保護者会や個人面談等の機会
に詳細を知らせた。
今後は全保護者、児童と面談をし、より力を付
け、改善点を克服していけるように、継続的に保
護者と連携をとり、児童の学力向上に向け取り組
んでいく。
・算数、数学到達度ステップ学習チェックシート
は、毎学期ごとに保護者へ伝えた。
今後は、改善点の多い児童に対しては、チェック
シートの内容を伝えるだけでなく、今後どのような
取り組みによって学力向上に繋がるか等、具体
的な解決策を話していく。
・学習補助員による、算数補習教室を毎週行っ
た。手厚く学習補助をすることができた。
・授業改善プランでは、各学年、各教科ごとに、
児童の実態や学力に沿った改善プランを挙げ
た。自己申告授業観察では、推進プランに掲げ
た問題点を改善するための工夫を取り入れた授
業を行った。
今後は、できるだけ推進プランを実践的な内容に
して授業で活用できるようにし、学習内容の定着
を図る。
・市販のワークテストの平均点は、８０点以上を
目標に掲げ取り組んだ。
今後は、８０点以上を目指すために、授業の中で
の児童のつまずきを見つけ、理解できるような授
業を展開するとともに、教材研究を生かした日々
の授業の充実を目指す。
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１：
７０％
未満

〇メンタルヘルスチェック等を通じてストレス症状のある児童へ
の対応は早め早めに取り組んでいく必要がある。
〇いじめ、不登校対応については、年々取り組みの成果は上
がってきていると認識しているが、継続してきちんと組織全体の
問題として取り組んでいることが大切である。〇自他の生命を尊
重への配慮が図られている。

〇家庭にお願いすることと学校で対応すべきことが両立しないと
生活習慣等は中々改善できないと思っている。〇日常からの生
活習慣を身につける指導は重要で、日頃の健康づくりに関し「児
童が自ら考える」ことを促すことも大切と考えている。〇コロナ過
においてなかなか通常通りの生活スタイルに戻らなかったことを
鑑み、評価B以上に該当するものと思われます。〇規則正しい
日常生活を推進することで、人格形成に向けられたものとして評
価できる。

〇各教員の皆様の日常のご努力がわかります。今後ともOJTや
機会をとらえて、OFFJT等を活用し継続して教員皆様の指導向
上を図ってほしい。〇きめ細やかさ、より精度の高い指導努力
がうかがえます。

4

3

2

3

4

4

4

4

4

・道徳授業地区公開講座では全学級が道徳の授
業を公開し、保護者や地域の方に本校の道徳教
育を公開した。

・ストレス症状のある児童については、面談を行
い、個々の状況を把握した。また、生活指導の打
ち合わせで、気になる児童については報告をし
て、共有を図った。
今後も個々の状況を把握し、必要があれば関連
諸機関に相談したり、報告をしたりし、児童の心
のサポートを積極的に行う。

・いじめ防止基本方針については保護者会や地
域教育連絡協議会でプレゼンテーションにて説
明をした。保護者からは「いじめ防止基本方針」
の内容が分かって参考になったという声がきか
れた。
今後も、年に1度は説明の機会をもらい、丁寧に
説明するとともに、月1回の定例いじめ防止対策
委員会（BPC委員会（問題行動や不登校の対策
を含む））の開催とともに、臨時の委員会をもちい
じめ防止に向けて全校で取り組んでいく。

・不登校対策については、不登校児童または不
登校気味の児童の把握、対応策の検討をBPC
委員会で行った。不登校もしくは不登校気味の児
童への対応や働きかけはできている。

・自己肯定感、自己有用感を高めるために各学
級、子どものよさ、善い行いなどを見出し、認め、
励ます活動を行った。自分や友達を大切にする
気持ちの育成につながっていると思われる。

4

3

2

4

・自己申告の授業観察の指導案をC4thの校内掲
示板に公開したり、授業予定を教員室の黒板に
書いておいたりすることで、互いの授業を見あう
ことができた。授業後に授業を見てもらった相手
から助言等をもらうことで、授業力の向上につな
がった。
今後も、互いの授業を見ながら自身の授業を見
直し、個々のスキルを上げていく。
・特別支援校内委員会を月1回行うことで、特別
支援教育に関する理解を深めるとともに、ケース
に応じた対処の仕方について研修することがで
きた。
今後も、定期的に校内委員会を行い、児童の支
援体制を整え、具体的な支援策を考えていく。
・主幹・主任教諭から職員会議後にOJTを設定、
実施した。若手教員からの質問等も講義内容に
反映することで、授業力・教師力の向上を推進す
ることができた。
今後も、OJTの時間を設定するとともに、常日頃
のコミュニケーションを大事に学年会を週に1回
以上は行うようにする。
・区教研に参加することで、日々の授業研究の視
点や個に応じた指導方法などを学ぶことができ、
自校での授業に生かすことができた。
今後も、区教研に必ず参加し自身の授業力を高
めるとともに、学んだことを本校の教員に紹介さ
せる機会をつくる。

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

１：
７０％
未満

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

「児童は学ぶ意欲と学
ぶ力が育ち、主体的に
学習に取り組む態度が
身に付いている」と地
域・保護者がアンケート
で肯定的な回答をした
割合

71％（73％）

４：
９０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

〇全体的によろしいと思います。ますますの向上を望みます。
〇堀江様・・・プラスの評価は白丸【○】でお願いします。
●堀江様…マイナスの評価は黒丸【●】でお願いします。
●教員と保護者との認識の乖離が若干あるように感ずる。指導
方法など、保護者へさらに分かり安くフィードバックすることで理
解促進を図る必要がある。〇今後も体系的に学べるようにして
いくことが大切。　　〇道徳授業のレベルアップを図られ、教員
同士の意思疎通もなされていたので評価B以上に該当するもの
だと思われます。 〇取り組みへの具体策が示されている。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

4
３：
８０％
以上

Ｂ 3

Ｃ 1
体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

4
１：
７０％
未満

Ｄ
ICT機器を自他の考えの共有やコミュニ
ケーションツールとして活用する。

3

2

・外国語及び外国活動の時間に外国語教育指導
員を活用した学習を行った。
今後も外国語を使ったコミュニケーション能力の
伸長を図る。
・令和７年度から全面実施となる大田区独自の
新教科「おおたの未来づくり」について教員の校
内研究を行った。研究主題を「よりよい未来をつく
るための創造的な資質・能力の育成　～地域と
連携し、自分ごと化できる『おおたの未来づくり
科』の単元デザイン～」とした。本校独自の視点
として、全学年で地域と連携した体験的な学習を
重視した。
今後は本年度の研究を基に「ものづくり」と「地域
の創生」を目指した学習を実施し、論理的、科学
的な思考力の育成を図る。
・ICT機器を活用した授業を全学年で実施した。
今後もICT機器の操作に慣れることができるよう
に系統的に指導をし、学力の定着と学ぶ意欲の
伸長に活用していく。
・人権尊重週間や生命尊重週間などの機会を設
定し、道徳や特別活動の時間などを活用して人
権教育資料等を活用した授業を実施した。
今後も、資料を活用した授業を実践し、自他を大
切にできる児童の育成を目指す。
・「一校一取組」として全校で長縄チャレンジに取
り組んだ。運動委員会が結果や次回の目標をま
とめたことで、目標をもって活動に取り組むことが
できた。
今後も運動の日常化を図り、一校一取組を全学
級が計画通りに進めることで、集団で運動する楽
しさを感じられるようにする。

Ａ 5


